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例 言

１ 本書は瀬戸窯跡群・瀬戸遺跡の発掘調査報告書である。

２ 遺跡の所在地は石川県鹿島郡中能登町瀬戸地内である。

３ 調査原因は緊急地方道路整備事業主要地方道志賀田鶴浜線であり、同事業を所管する県土木部道

路建設課（七尾土木事務所）が石川県立埋蔵文化財センターに発掘調査を依頼したものである。

４ 現地調査は石川県立埋蔵文化財センターが依頼を受けて平成元（１９９１）・同２（１９９２）年度に実

施した。報告書にかかる執筆は刊行は財団法人石川県埋蔵文化財センターが石川県教育委員会から

委託を受けて平成１９（２００７）年度に実施し、報告書の刊行は平成２０（２００８）年度におこなった。

５ 調査に係る費用は県土木部道路建設課が負担した。

６ 現地調査は平成３年度に実施した。面積・期間・担当課・担当者は下記のとおりである。

現地調査期間 平成元年８月７日～１１月１７日

平成２年８月２９日～１０月３１日

調査面積 ４，１００㎡（元年度２，６００㎡、２年度１，５００㎡）

担当課 調査第一課

担当者 主事 伊藤雅文

７ 資料整理は調査部調査第４課が担当し、発掘調査報告書の刊行は調査部県関係調査グループがお

こなった。

８ 本書の執筆・編集は伊藤雅文（調査部県関係調査グループリーダー）がおこなった。

９ 発掘調査には下記の個人、機関の協力を得た。

県土木部道路建設課、七尾土木事務所（現中能登土木総合事務所）、鳥屋町（現中能登町）教

育委員会、池田拓、干場道治、田畑弘、宮下栄仁

１０ 調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。

１１ 本書についての凡例は下記のとおりである。

１方位は座標北である

２水平基準は海抜高であり、T.P（東京湾平均海面標高）による

３出土遺物番号は挿図と写真で対応する
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第１章 経 緯

第１節 発掘調査の経緯

発掘調査は、主要地方道志賀田鶴浜線緊急地方道路整備工事に伴うものである。この道路は能登有

料道路上棚インターチェンジから和倉温泉や能登島へのアクセスをよくする目的で計画された。昭和

５７年１１月に石川県立埋蔵文化財センター企画調整課によって試掘調査および踏査がおこなわれた。工

事計画は、周知の遺跡である町指定史跡瀬戸窯跡群の西半分のエリアを縦断して瀬戸８号窯にかかる

状況であった。試掘調査によって遺構遺物の検出を見たことから発掘調査をおこなうこととなったも

のの、瀬戸窯跡群にかかることから道路の設計変更の必要もまた協議されたのである。

平成元年度に第１次調査として、道路敷部分の調査を瀬戸窯跡群として調査をおこなった。このと

きの調査範囲は、町指定史跡瀬戸窯跡群を保護する道路線形ではなかったが、瀬戸８号窯付近に立て

られた埋蔵文化財包蔵地標柱一帯を避けた範囲で調査することになった。調査の結果、指定された窯

体本体あるいは灰原がかからず、区画溝や柱穴・土坑を検出し、集落のような景観として窯跡群にと

もなう作業場的性格を推測した。さらに、これらの遺構が西に伸びていることも明らかとなった。調

査した地点は、水田と山に接する部分にあたり、これら遺構群が窯跡で生産された土器を搬出する場

所としての可能性も想定した。そうすれば、眼前に流れる伊久留川を利用する搬出手段が想定される

ために、工事掘削される山際から一部水田にかかる部分までの調査が必要となったのである。

第１図 瀬戸窯跡群位置図
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以上より、平成元年の第１次調査は道路本線部分の調査、平成２年の第２次調査は後者の調査目的

をもって本線に取り付く農道部分の調査となった。

各年度の調査体制は以下の通りである。

平成元年度（第１次調査）

所 長 橋本澄夫

次 長 柴田 等

調査第１課長 平田天秋

担 当 伊藤雅文（主事－当時）

平成２年度（第２次調査）

所 長 橋本澄夫

次 長 大西外美雄

調査第１課長 平田天秋

担 当 伊藤雅文（主事－当時）

第１次調査は、文化財保護法５７条の１に基づく発掘通知が平成元年７月１９日付で提出され、同時に

発掘調査依頼もまた七尾土木事務所から提出された。調査面積は２６００㎡である。担当者の伊藤は、志

賀町北吉田ノノメ古墳群調査終了後、直ちに瀬戸窯跡群を着手する計画であった。北吉田ノノメ古墳

群の調査が７月１７日に終了したので、良いタイミングであった。文化財保護法９８条２の発掘調査報告

を７月２５日付で文化庁に提出し、現地調査には８月１日からかかった。立木等の伐採や支障物の撤去

は事前に土木側で実施され、表土除去を８月７日からおこなった。

作業員の募集を瀬戸地区・伊久留地区でおこなったが、思うように集まらず、しかも女性ばかりで

男性は僅かに２名のみであった。これで２６００㎡の調査がこなせることができるか不安であったが、遺

構の分布が局所的であったことや、男性が楽できるような働き者の女性”という意味の能登の「とと

楽」という言葉が示すように、ベルコンの移動や掘削作業に対する担当者の不安が調査の進行にとも

なって消えていった。とはいえ、重機による表土除去は可能な限り遺構面まで下げるようにした。調

査は、１１月１７日に終了した。

第２次調査は、文化財保護法５７条の１に基づく発掘通知が平成２年８月９日付けで提出され、同時

に発掘調査依頼もまた七尾土木事務所から提出された。これを受けて石川県立埋蔵文化財センターが

積算を行い、８月２１日付埋文第１４３号で返答した。文化財保護法９８条２の発掘調査報告を文化庁に提

出し、現地調査には８月２７日に入った。表土除去を８月２９日からおこない、１０月３１日に終了した。今

次の調査は、昨年度調査区の西を拡張するような区域であったことや、そこが遺構の密集する一帯に

あたり昨年調査終了部分も含めて精査する必要があったことから、１５００㎡という面積を調査した。



第１章 経 緯

－３－

埋蔵文化財
包蔵地の標柱
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※破線は当初計画の道路線形
実線は計画変更後の道路線形
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第２図 調査区の位置図
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第２節 整理作業等の経緯

遺物の洗浄は平成２年度に両年度出土分をおこない、平成３年度に実測・トレースまでを社団法人

石川県埋蔵文化財保存協会に委託しておこなった。整理体制は、以下の通りである。

理事長 浜岡賢太郎

事務長 太田政雄

課 長 田嶋明人

担 当 尾田裕子（班長）、新谷由子、小林直子、尾崎昌美

遺物の実測・トレース等の整理作業は順調に進み、平成４年２月３日から３月３０日に実施された。

遺物整理が終ってから１５年以上におよんだが、平成１９年度に報告書のために原稿執筆をおこなった。

しかし、担当者の伊藤の記憶もうすれてしまい、土層の意味や遺構の性格についてあれこれ考えたこ

との記憶も定かでなかったので、インターバルとなった期間の長さを実感している。したがって、報

告書作成作業はできるだけデジタル化しておこなうことで作業の効率化をはかると同時に、自らの記

憶を呼び起こす作業にしたのである。

平成２０年度は、デジタルデータを再編集して、印刷・刊行をおこなった。
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第２章 遺跡の位置と環境

第１節 地 理 的 環 境

瀬戸窯跡群は、鹿島郡中能登町瀬戸地内に所在する。七尾湾岸に位置する七尾市の南に位置する中

能登町は、能登半島基部を南西から北東に抜ける邑知低地帯の北側にあたる。低地帯南北には眉丈山

と石動山が連なり、眉丈山麓が北に伸びて低丘陵になる。さらに北から七尾湾に向かって河川が織り

なす谷地形によって平地が分断されている。瀬戸窯跡群が位置する地区は、伊久留川が眉丈山北側か

ら流れ出す河谷にあたり、低丘陵ながら奥深い谷となって、意外と山深い印象となっている。

現在、伊久留川が流れる平地には水田が作られており、安定した地盤のように見えるものの、主だ

った家屋が山際に並ぶように建てられていることから、居住に適さない地であると思われる。調査地

付近の水田標高が１６～１７m、河口付近との比高が意外に少ないという特徴がある。これは、川が流れ

の速い様子ではなくむしろ水が淀んだ状態に近いと推測され、想像すれば谷全体が沼沢地のような水

路の帯となっていたと考えられるのである。このような地形の特徴は、邑知低地帯から続く平野とは

大きく異なる。と同時に、この地形的特徴が水田という生産区域を提供するのみならず交通手段とし

ての機能もまた想定される。

昭和３０年刊行の鳥屋町史（１）によれば、「河谷が比較的近い時代まで水面下にあった」あるいは「沼

田が一部存在するので現今でもかんじきをはいて水田作業をおこなっている」という記述にも、この

地形の特徴をよく示している。したがって、瀬戸の集落は低地帯にある春木地区や末坂地区とのつな

がりよりも、南北の花見月地区あるいは西下地区とのつながりの方が重要であったことだろう。

さて中能登町は、平成１７年（２００５）３月１日に鳥屋町と鹿西町と鹿島町との合併により誕生し、人

口１９７６２人の町となった（平成２１年２月１日現在：町役場ホームページより）。現在の主たる産業は、

織物となっているが、農業への依存も大きい。旧鹿西町には能登上布の伝統工芸が保存されているこ

とからも、産業の近代化が課題となっている。

これは中能登町のみの課題ではなく、七尾市をはじめとする能登各地の構造的問題でもある。現在

の高速道路による物流網からやや外れているためか、工業団地の造成がないことからくるハイテク産

業が低調で、奥能登地域の比ではないが人口減少に歯止めがかからないのである。産業の隆盛・工場

誘致が必ずしも過疎の有効な対策となりえないものの、地域の活性化の有効な方策として能越自動車

道開通が期待されているのである。

第２節 歴 史 的 環 境

前節で指摘したように、遺跡が立地する環境が、邑地低地帯の平野部と大きく異なっている。この

地域の特徴的な遺跡の消長を見ることで、歴史的特性を考えたい。キーとなるのは、①大きな集落の

形成がみられず、②生産にかかる遺跡が顕著であることだろう。

明確な人間活動は、縄文時代前期の瀬戸黍谷遺跡に認められる。邑知低地帯の面する春木から瀬戸

に抜ける県道沿いの谷に面する低丘陵上にあり、県道拡幅工事に伴って平成４年の鳥屋町教育委員会

が発掘調査をおこなった。明確な住居等の確認はなく、土坑などの小規模な遺構を確認したのみであ

った（２）。もっとも、小面積であったので、丘陵頂部に集落が展開して谷の水場でのどを潤したり生活
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第３図 古代須恵器窯跡の分布



第２章 遺跡の位置と環境

－７－

の本拠をおいたものであろう。そして、大規模な集落の規模でないことは、丘陵中にあることからも

容易に推察されるところである。

弥生時代の遺跡が不明確で、基本的に人の居住はない。より下流域にあたる垣吉地区に多数の弥生

時代墳墓や古墳時代の古墳が作られたことや、七尾市吉田地区の経塚山墳墓などから、人間活動は伊

久留川が二ノ宮川と合流した地点から下流に安定している。具体的な遺跡の存在はわからないが、将

来見つかると思われる。

弥生時代や古墳時代は、二ノ宮川流域に大槻古墳群や末坂古墳群、温井古墳群あるいは川田古墳群

など、小規模な墳墓が弥生時代終末ごろから古墳時代後期にかけて営まれている。その多くの内容が

不明なので歴史展開をあとづけがたい。もっとも大規模な古墳は川田ソウ山１号墳の前方後方墳（全

長５５m）を筆頭に、大槻１号墳に２７mの前方後方墳などがある程度で、大規模な古墳が継続されない。

それとともに、圧倒的多数の古墳が、１０m前後の墳丘規模しかもっていないのである。

古墳からしめされる社会の様態は、突出した首長の出現を示すものではなく、小規模な集団が多数

存立する状況と示していよう。このような小規模な古墳の集合は、眉丈山麓の古墳群から北方向に連

続して作られ、しかもさらに北側の平野に面する低丘陵に作られている状況である。小規模な集団に

よる墳墓の集合と理解すべきであろう。

この中で二ノ宮川が織り成す低地部には川田ソウ山１号墳が作られ、大池周囲の丘陵に１００基を超

える古墳が作られているのには注目されよう。これら小古墳の築造時期もまた、他の古墳群と同様に

明確にしがたいものの、川田ソウ山１号墳周辺から５世紀末ごろの須恵器が採集されていることを重

遺跡番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 備 考

３２０２１ 深沢窯跡群 中能登町一青 古墳 ６基確認、町指定史跡
３２０２７ 末坂１・２号窯跡 中能登町末坂 平安 町指定史跡
３２０２８ 末坂３・４号窯跡 中能登町末坂 平安
３２０３０ 末坂Ａ窯跡群 中能登町末坂 平安 ３基以上
３２０３１ 末坂Ｂ遺跡 中能登町末坂 奈良・平安 窯跡の可能性あり
３２０３２ 末坂Ｃ窯跡群 中能登町末坂 平安 ３基以上
３２０３３ 末坂Ｄ窯跡群 中能登町末坂 平安
３２０３４ 末坂Ｅ窯跡群 中能登町末坂 奈良
３２０３６ 春木１・２・３号窯跡 中能登町春木 奈良・平安 町指定史跡
３２０３７ 春木４号窯跡 中能登町春木 平安
３２０３８ 春木５号窯跡 中能登町春木 奈良 一部損壊
３２０３９ 春木７・８号窯跡 中能登町春木 奈良
３２０４０ 三池Ｂ遺跡 中能登町春木 不詳
３２０４１ 春木Ｃ遺跡 中能登町春木 奈良・平安 窯跡の可能性あり
３２０４２ 春木Ｆ遺跡 中能登町春木 不詳 窯跡の可能性あり
３２０４３ 春木Ｇ遺跡 中能登町春木 不詳 窯跡の可能性あり
３２０４４ 春木Ｈ遺跡 中能登町春木 不詳 窯跡の可能性あり
３２０４５ 黍谷Ａ窯跡群 中能登町春木 古墳・奈良 ３基以上
３２０４６ 黍谷Ｃ窯跡群 中能登町春木 奈良 ５基以上
３２０４７ 黍谷Ｄ窯跡群 中能登町春木 奈良 ３基以上
３２０６０ 花見月窯跡群 中能登町花見月 平安 ７基確認
３２０６４ 瀬戸大門山遺跡 中能登町瀬戸 奈良・平安 窯跡あり
３２０７０ 瀬戸窯跡群 中能登町瀬戸 奈良・平安 １１基確認、町指定史跡
３２０７２ 春木Ｅ窯跡群 中能登町春木 奈良・平安
３２０７４ 瀬戸Ｂ遺跡 中能登町瀬戸 奈良・平安 窯跡の可能性あり
３２０７６ 瀬戸Ｄ遺跡 中能登町瀬戸 奈良・平安 窯跡の可能性あり
３２０７８ 若狭見窯跡 中能登町若狭見 平安
３２０７９ 春木黍谷Ｂ窯跡群 中能登町春木 平安 ３基以上

第１表 須恵器窯跡地名表
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視すれば、古墳時代前期後半の川田ソウ山１号墳以降連綿と古墳築造が継続されていることは確実で

ある。

そして、幅５００m、長さ３～４㎞の細長い低地部に作られた合計２００基を越すであろう古墳を作った

集落をこの地に求めるのは、あまりにも狭い。水田農耕のみを主たる生業とする集落形態とは思えず、

東三階A遺跡で碧玉製腕輪未製品が出土していることからも、古墳時代にあっては特殊な生産ある

いは能登の物流にかかわる行動など、さまざまな要素を考察すべきであろう。小規模な古墳の集合体

ながら、能登の中で首長墳を築かないことからくる注目されない地域ではなく、実態はむしろその逆

ではないだろうか。

瀬戸窯跡群が面する低地部には基本的に遺跡がない。奈良時代から平安時代にかけて、このような

非居住空間に多数の窯跡群が作られた。これらを総称して鳥屋窯跡群と呼ばれているが、５㎞北に単

独的に作られた池崎窯もまた含めた群として把握すべきであろう。それは、本調査によって瓦塔が出

土していることからも、池崎窯跡と類似する製品を作っているのであり、その親縁性を認めるべきで

あろう。

鳥屋窯跡群は、春木から瀬戸にぬける県道が、伊久留川と二ノ宮川に挟まれた北に延びる低丘陵を

横断しており、最も標高の低い部分につくられている。縄文時代の黍谷遺跡もここに営まれ、山の資

源を容易に得ることのできる地なのである。しかし、この窯跡群の集中は、単に山資源の要因ではな

く、むしろ窯場の地質の関係あるいは粘土採掘の関係、そして製品搬出の関係などさまざまな要因が

考えられよう。

鳥屋窯跡群の最も古い窯は６世紀を前後する深沢窯跡で、６世紀代は不明確ながら断続的にでも続

く須恵器生産をおこなうことのできる要因が、窯場に適している条件といえるだろう。つまり上述の

条件を兼ね備えているということが、この窯跡群を成り立たせる歴史的特性をもっていたと考えられ

るのである。

その生産を担った作業場の遺跡はいまだよくわかっていない。春木の緩斜面にある春木窯跡群周辺

にあるのであろうか。具体的な遺跡の発掘例はないが、地形的観察から、この付近に存在したと考え

られる。瀬戸から花見月にかけても多くの窯跡群があるが、具体的な作業場の遺構の検出はない。春

木から丘陵を越えて焼成するために運び込むとは考えにくいので、山すそに接して特別に作業場を設

営していたことであろう。作業形態の研究は、これからの課題である。

註

１ 鳥屋町「鳥屋町史」１９５５年

２ 鳥屋町教育委員会「春木縄文遺跡・春木黍谷遺跡」１９９５年
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第３章 遺構と遺物

第１節 調 査 の 概 要

発掘調査は、本線部分の平成元年度調査（第１次調査）と、取付け農道部分の平成２年度調査（第

２次調査）がある。平成元年度調査には、小さな谷を挟んで南を第１調査区、北を第２調査区とした。

第２調査区は小面積の平坦面だったので、グリッドを設定せずにひとつの地区として扱った。

第１調査区は、道路センター杭を基準にして、１０mごとに地区を設定して、遺物の取り上げ及び

遺構の実測等をおこなった。第１調査区の比高差が東西で８mもあり、ピット等の遺構の検出地点

の傾斜も強かったので、グリッドは遺構が密集する部分に局所的に使用した。

発掘調査の表土掘削で地山を追いかけるように標高の高いほうから作業した結果、遺構が密集する

地点にあった黒色土を除去した。この黒色土は傾斜が変わる部分に堆積した有機土層と考えられ、結

果として旧表土を含む性格の層であった。したがって、正確な調査をするためには、この黒色土上面

で精査する必要があったのである。これは、発掘調査をおこなってしばらくたって気づいたことであ

ったので、どれだけか遺構面を下げすぎたことが悔やまれる。平成２年度調査は、主要な遺跡部分の

延長がせまい範囲であったことや、第１次調査との整合性を取るように調査をおこなった。

遺構の大部分は、丘陵から平野に接する傾斜変換点にあり、いくつかのまとまりを持っている。地

形的には、SB０４から西に張り出すような緩斜面が続き、SB０２付近で最も張り出すようである。標高

２１mの等高線が直線的に通るのにたいし、２０．２５mの等高線が幅広く張り出し、平坦面を作っている

のである。この部分に、SB０１から０３などの主要な遺構群が存在する。SB０１や SB０４には山側に溝を付

随しているが、SB０２・０４の山側には、SX０７・０８や SK１９・２８などの不正形な落ち込みの連続があり、

その中に幾つかのピットがある。これらの性格を明確にできないが、ピットの中に土器を含むものが

幾つかあるので、平坦面削出のための山側作業を示すものであろうとも推測できるが、確定的でない。

調査区南西部は、丘陵が平地に変化する箇所にあたる。調査では、水路などによって分断した状況

であったので複雑に変化する地形の把握が困難であった。おそらく、２m程度の落差のある谷状の

落ちとなり、底面にその流れの一部を示す溝が幾筋も検出できた。これらを SD１０１～１０４とした。SB

０４北西の調査区コーナーで大きな落ち込みを確認した。調査当初に期待した窯出しした製品を搬出す

る何らかの施設にならないかとも考えたが、調査範囲の狭小さから、その可能性をとどめることとし

たい。

第２調査区は、数センチの表土層直下で地山となった。当該箇所はモウソウ竹が密集しており、重

機掘削による竹の根の除去がうまくいかなかったので、大きな竹の根が土坑状の落ち込みとなってし

まった。その後精査をかけたが、顕著な遺構を確認することができなかった。
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第１節 調 査 の 概 要

第４図 第２調査区実測図（S＝１／２００）
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SK０９

SK２９

第５図 遺構平面図（S＝１／２００）
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P１３

P２６ P１４
SX０４ P１５

SK０２ SK０３

SD０６

第６図 遺構平面図（S＝１／２００）
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SK１３

P３ P４

SK１０

P１０ P６
P９

P１１

SK１１

P５
SK０１P１３

P１４
P１５

撹乱４

SK０５

SK０２ SK０３
撹乱３

SD０３

SK１６SD０２

SX１０２

第７図 遺構平面図（S＝１／２００）
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第８図 遺構平面図（S＝１／２００）
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第２節 構 造 物

建物が溝や土坑など複数の遺構から構成あるいは重複しているので、本節ではこれらを構造物とし

て一連の記述の中で報告したい。

SB０１・SD０１・SK２７

SB０１は桁行３間（７．５２m）、梁間１間（２m）で、西側の柱がない状態で検出した。これが特殊な

構造を示すのか、それとも傾斜した西側の柱遺構が削平された結果なのかにわかに決しがたいが、前

者の可能性を想定している。つまり、北の柱列で P６７柱底高が標高２０．３７m、西となりの柱が標高２０．５７

mとなり、傾斜があってもそれなりの柱穴の深さを持っていることから、西端の柱もその痕跡が存

在してもよい。南側の柱列にしても同様であるので、西側の柱がない特殊な構造の建物であるか、そ

れとも西側の柱が地面に掘り込んでいないような建物構造も想定できよう。このような想定によって、

西側には壁のないオープンな建物と考えられる。

側柱間は広く、ピット６８－ピット８３間が２．６mで、SK２７によって失われた柱を想定すればこの柱間

が平均２．４mとなる。ピット６７やピット６８は柱が立ち腐れ状態を示し、ピット８３が抜き取りのような

土層状況である。柱痕跡からすれば直径２０cm程度の柱である。以上の事実から、細い柱で支えられ

た壁を北・東・南にもち、西が開放されて外につながる小屋のような建物と想定できる。

SD０１は、SB０１の山側（東側）から北にかけて幅０．５～１mの「L」字状の溝である。標高２１mの等

高線にほぼ平行に１０mほど北に伸び、そこから地形の低いほうに直角に折れ曲がって SK０４方にいく。

建物から西に９０㎝、北に２～３mはなれて設置されており、西は傾斜によって自然消滅し、南は SX

０７に連続する可能性もあるが断絶しており、溝として存在するよりも「L」字に切りたてられた掘削

になるようである。SB０１との位置関係からそれに付随する施設である。

溝幅の狭い部分では下層に黒褐色砂質土と地山の混合土、上層に黒褐色土となって、単純な堆積で

ある。山から流れ込む雨水や土石を流しだす機能であろう。

SK２７上面には SB０１の柱が確認できたはずであったが、意識せずに土坑を掘削した。SK２７は、南

北２．２４m東西１．６m深さ０．４mで、西側に頂部となる五角形を呈し、この頂部が SD０１と切りあってい

る。断面では、SD０１の埋土が SK２７堆積最終末層と一体となっており、土坑が埋まった後掘削された

のか、それとも土坑埋積と一体となって溝を作っているのか判然としない。調査中は、SD０１が SK２７

を切っていると理解した。

堆積は、基本的に黒褐色土砂質土で、地山土のブロックの入り方で層が分かれる。東西の方からレ

ンズ状の堆積となっており、開放された穴に表土近くの土が流れ込んでいる状況である。須恵器や土

師器は土坑の中位から底にかけて出土しており、一連の遺物が SK２７より２m南の SD０１にかけて出

土している。前述のようにこの土坑と溝を別々の移行と理解するかしないかで、遺物の時間的な同時

期性の評価が分かれるとともに、遺構の性格及び SB０１の構造にも問題が波及する。遺物群に混ざっ

て白色粘土塊が出土した。これらは土器生産に使われた素材である可能性が高く、SB０１の作業場的

性格を暗示するであろう。

なお、SK２６は SB０１より後出である。SB０１との位置関係から、この建物に伴う可能性があるのは、

SK０４・SK１７であろうか。もとより確定的でない。
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SB０２・SX１０４・SK２０

SB０１から０．５m南に位置し、それに近接した状態である。SB０１と同じ構造で、桁行３間（７．３m）、

梁間１間（２m）である。SB０１の検出状況と大きく異なるところは、西側の柱列が検出され、それ

も側中柱が非常に貧弱である。桁行の柱は約２．４m間隔となっており、梁間とともに SB０１と同規格

である。また、SB０１とほぼ同じ規模であることも注意すべきである。

建物の南北東列の柱はいずれも５０cm程度の深さがある。明確な柱痕跡を見出せないが、SB０１とそ

れほど違うとは思われない。北から１本目の柱（ピット４２）に対となる柱の深さが１０cm程度である

こと、２本目の柱（ピット５２）に対となる柱が検出できなかったことなどから、西側の柱がしっかり

した構造ではなく、痕跡として残りにくい柱であったことを示し、SB０１西側構造の推定を裏付ける

ものである。

建物の背後（山側）には不定形な落ち込みの SX０７や SX０８などがあり、排水施設はない。これら

の不定形な落ち込みは、山側に何らかの目的を持って掘削をおこなった結果である。SK２０はその中

のひとつである。南北１m東西０．９mの三角形状の土坑で、西にピット４１がある。SK２０は下に掘り

込むというよりも斜面を「L」字にカットしてできたようで、さらに掘り直しのような堆積も認めら

れる（土層�１・２）。土師器椀が出土しており、掘削後はオープンであったことがわかる。なおピ
ット４１は下にあけられた穴というよりも斜面に向かって掘られた穴のようである。

SX１０４は SB０２西柱列の外すなわち建物空間の外に位置する。直径約０．８m深さ０．３mのほぼ円形を

呈し、上面には全面に焼土として赤く変化している。南からの細長い穴と重複しているが、小動物に

よるものの可能性が高い。土坑は擂鉢状で、南から土が堆積しているように見えるが、これは先の穴

に関係する土である。したがって、土坑の底には灰を中心とする層が見られ、上になるほど赤の発色

が強くなる。炭粒がほとんど認められないという特徴から、灰を充填した炉などの機能であろうか。

SB０２に付属する施設と考えられる。

SB０３・SK１５・SK２１・SK２２・SK２８・SK１０１

SB０２から５m南に位置し、地形に平行して作られているので、SB０１・０２とやや向きを異にしてい

る。南端の柱列を検出できなかったが、他の建物とおなじように桁行３間、梁間１間であったと推測

される。桁行は２本の柱が確認され長さ４．８mである。全体的に柱間が大きく、東側の柱間が２．２m、

２．７m、北の梁間が２．７mである。SB０３は南北方向でも２５㎝程度の高低差がある。北東隅の柱穴（P３２）

がピット５８やピット１９よりも深いのは、下がり地形にあって最も荷重がかかるためであろうか。一方、

P１９には須恵器杯蓋を裏返しで礎板として使っているために、相対的に浅い柱穴となっている。他の

建物は南北方向は水平を保つように作っているが、SB０３は建物空間の一部に南北東西土の方向にも

水平面をもてない箇所がある。このような状況でも十分に機能を発揮できる建物であり、その機能と

は何であろうか。この建物も西側柱列の痕跡が認められない。

SK１５などは建物背後に掘削された穴で、SB０２と同じ状況といえよう。SK１５は SK２８埋没後に掘削

されたのであり、背後の斜面が、穴の掘削→埋没→穴の掘削を循環した作業をおこなっていたのであ

ろう。SK２１・２２は東西に列をなしており、これも同じ現象であろう。SK２１埋没後、低い位置にある

SK２１を掘削し、あるていど埋ったあとに再掘削をおこなっている（土層�８）。SK１９・SX０５やピッ
ト６５もそのように理解できるであろう。

SK１０１は第１次調査で上面のみ検出した遺構（SX０６）である。土坑はちょうど建物北東隅に収ま

るように位置しているために、SB０３内部で機能した土坑の可能性も考えられる。南北１．４m東西０．８５
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第９図 SB０１・SD０１実測図（S＝１／８０・４０）



第２節 構 造 物

－１８－

第１０図 SB０２実測図（S＝１／８０）・SX１０４・SK１２・２０実測図（S＝１／４０）
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第１１図 SB０３実測図（S＝１／８０）・SK１５・２１・２２・１０１実測図（S＝１／４０）
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m深さ０．２１mの浅い方形の土坑で、底には焼土と炭が厚くみられる。遺物は僅かしか出土していな

い。

SB０４・SD０５・SK１８

SB０１などの建物群から１５mも離れて建てられている。しかし構造や規格は同じで、桁行３間（７．３６

～７．６m）、梁間１間（２．１６～２．４８m）である。建物の山側には、３０～４０㎝離れて溝（SD０５）がある。

この建物延床は SB０３以上に傾斜を持っており、北東コーナーと南西コーナーの落差が１mもある。

建物から数mで谷の落ち込みとなっていることからくる地形の不安定さが原因と思われるが、東柱

列がすべて４０cmていどの深さがあることより、建物構築当初から傾斜をもっていることがわかる。

ただし南北方向で傾斜を見れば、５０㎝ていどなので、南西隅柱が非常に浅いことから、２０㎝くらいの

削平あるいは土砂の流失があったものと推測される。柱痕跡は見られず、抜き取られた土層の状況で

ある（ピット５１）。

SD０５は、建物に密接した状態にある。幅４０cm前後で山側で１５cm、谷側で数㎝の深さしかないの

で、SD０１よりも簡易な溝といえよう。この溝は南に排水すると予想され、自然消滅しており全景を

検出しきれていない。

SK１８は SB０４北東隅にあり、SD０５に接する。東西２．０５m南北１．５５m深さ０．４５mをはかり、東（山

側）に段状となっている。黒褐色粘質土系の土で一段深い部分が埋った後、山側に再掘削されて埋っ

た土が暗灰褐色土（土層�１・２）である。したがって、ふたつの土坑が重複しているのである。

第３節 土 坑

本節では、前節で記述に及んでいない主要な土坑について報告する。

SK０１

標高２３m付近に位置する不定形な土坑である。地形の高いほうから傾斜を持って低いほうに広が

る穴となっており、地山の２次的移動である暗黄灰色砂質土がある。遺物は比較的多く出土し、土師

器椀皿類とともに、須恵器瓶類や小壷が出土している。

SK０２

標高２３m付近に位置する楕円形の土坑である。地形の高いほうから傾斜を持って低いほうに広が

る穴となっており褐色土を埋土とする。

SK０４・１７

SK０４は、SD０１から下がる位置にあり SK１７と並んでいるので、時期的に近接するかあるいはお互

い意識して作られた遺構であろう。

SK０４は南北１．８５m東西１．２５mの楕円形である。埋土はほぼ均一な黒色粘質土で SK１７上層と同じ

である。山側がオーバーハングになっている。SK１７は南北１．３５m東西０．７５mの中央がくびれた楕円

形である。下層に淡灰褐色砂質土、上層に SK０４とおなじ埋土（黒色粘質土）がある。底は平坦で西

側を中心に床面からやや浮いた状態で土器が出土している。土層の状態から SK１７廃絶後に SK０４が

作られたと考えられよう。

SK０７

SK０１から西に少し下った位置にある南北１．１５m東西２．１mの不定形な土坑である。その中に小穴

が幾つもあるので、浅い落ち込みを行こうとして認識したものであろう。ピット２７～ピット３０・ピッ
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ト１６で埋土は同じ暗灰褐色土である。

SK０９

標高２１．５mにある直径０．８５m、深さ０．９mの土坑である。垂直に壁が下がり、土坑中央に小さなく

ぼみがある。窯場関係の遺構群から北に離れているので、それに関係する遺構ではない。土坑の形状

から、落し穴遺構と考えられ、縄文時代に属するものであろうか。

SK１１

標高２４m付近にある南北１．３m東西０．９５mの方形の土坑である。底は凹凸があり、灰褐色土や黒褐

色土、黄色褐色土があり、何回か掘りなおされている様子であろう。

SK２６

SB０１と重複する直径１．３mの円形の土坑である。

SK２９

標高２０mにある直径０．９m、深さ０．７mの土坑である。垂直に壁が下がり、土坑中央に小さなくぼ

みがある。SK０９とおなじような形状から、落し穴遺構と考えられ、縄文時代に属するものであろう

か。

SX０４

風倒木である。焼土が存在したものの、土坑の周囲が溝状にくぼみ暗褐色土が中に入り込む。遺物

の出土はほとんどない。西中央の最も低いところから SD０６が伸びている。SX０４からの水が流れた痕

跡であろう。

SX０５

標高２１m付近にある落ち込みで、SK１９やピット６５などと一体となった遺構である。これから SX０８

にかけて不整形な落ち込みが連続している。

SX０７

SD０１南に接する落ち込みで、標高２０．７５mにある。ピット７２・７３・９８などから構成される。

SX０８

SX０７と SX０５間の落ち込みを総称する。標高２１m～２２m付近にまで及び、一連の掘り込みがより高

いところにまで及んでいる。
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第１２図 SB０４・SD０５・SK１８実測図（S＝１／８０・４０）
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第１３図 土坑実測図（１）（S＝１／４０）



第４節 溝

－２４－

第４節 溝

第２・３節で記述しなかった溝について報告する。

SD０３

SK０７西に隣接し、標高２２m～２１．５mにかけて南に下る溝で、幅６０㎝前後である。埋土は灰色で、

南にある段地形の延長にあたり、畠に伴う遺構と理解した。

SD１０１～１０４

これらの溝群は、調査区南端に位置し、丘陵から伊久留川が作り出す低地部につながる場所になる。

調査前は、丘陵から急激に落ち込んで沼の堆積にいたると予想していたが、意外にも傾斜のある地形

となっていた。しかも断面図が示すように、単純な沼の堆積あるいは川の堆積状態でもない。SB０４

南西に大きな土坑状に掘り込んだような落込１０１があり、同じようなものが北西にも認められる。た

だし、これについては、調査区に少し引っかかっただけなのでよくわからない。遺構群が営まれた時

代の景観がどのようであったのかという問題意識で溝群周辺を見てみたい。

SB０４西の標高１８．７５mから１９mにかけて丘陵の傾斜がかわって急になり、そこに SD１０１・１０２があ

る。これら西には若干の平坦面があってさらに SD１０４・１０３があり、また平坦面があって溝状の落ち

込みを検出している。溝底の高さをよく見ると、SD１０１・１０２・１０４はほとんど同じであり、水を流す

機能は希薄である。SD１０１は最も山側に位置し、上層には黒色土、下層に有機土の粘質土となってお

り、あるていど滞った水の状態であるが、山側からの堆積によって徐々に浅くなっている。SD１０４も

有機質の粘質土が堆積しており、ともに同じ状態である。これらの溝の西に平坦面があることからす

れば、傾斜面に高さの違う位置に溝を掘って段を作っている状況ともいえよう。すなわち、斜面に目

的を持って段を作っているのであり、その段が５０cmていど（平坦面の比高差）からすれば、斜面を

下りる機能と考えられよう。

この段が、SB０４南西にある落込１０１をはさんだ南側には認められないという特徴がある。南側は、

第１４図 土坑実測図（２）（S＝１／４０）
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第１５図 第２次調査溝実測図（S＝１／３００・１／４０）



第５節 その他の遺構

－２６－

標高１９．５m以下で傾斜が緩くなり、１７．７５mで平坦になっている。落込１０１北側では標高１７．７５m付近

まで平坦面を作り出しており、南側の同じ高さはなだらかな傾斜からなる広場のようになっている。

落ち込み１０１につながる溝のうち SD１０３のみ南に下る傾斜を持っており、そこに流れこむ。落込１０１

は北側を掘り込み、南西で農道調査区につながるようなので、落込１０１は水溜めのような遺構であろ

う。SD１０３の埋土は黒色土と有機物を含んだ層になっており、恒常的な水の流れは認めがたい。した

がって、SD１０１から１０４は草が繁茂する状況にあって雨水が溜まるあるいは流れる様子であったと判

断できる。

また、農道調査区では落込１０１とのつながりを明確に検出できなかったが、等高線の流れから判断

して接続していたことは確実である。落込１０１接続部分から北にかけて傾斜を持って下がっていく。

南側では緩やかに上がっているが、段を持つ北側では狭い平坦面から５０㎝～１mていどの深さまで

急に深くなっている。このような違いは、落込１０１をはさんだ傾斜の形状に大きく左右されたと考え

られる。

以上より、古代の沼地の水際を標高１７m付近に求め、落込１０１南の標高１７．２５から１７．５０mは葦など

が繁茂する泥土の湿地が広がり、南側には伊久留川につながる水の溜まりであったと推測したい。

第５節 その他の遺構

前節までに報告したとおり、建物背後斜面に掘り込まれた土坑などの穴は、掘削－埋没－再掘削の

作業が循環しており、底の形状も一定していない。つまり、遺構が当時掘削された状況によっては平

面的にピットのように見えるものもある。たとえば、ピット１は SK１９より１mほど高い位置にある

穴だが、下にあけた穴というよりも斜面に対して横に掘った穴のようで、構造物を入れた痕跡はない

ものの、土器が出土している。付近には須恵器窯が点在しており、今回検出できなかった土師器窯も

近在すると予想すれば、この一帯に土器の破片が広く散布して、結果的に小穴に土器が入り込むので

あろう。それが風倒木や木根であったとしても。

ピット１３もピット１と同じ性格と考えられるが、底に接して意図的におかれた土師器椀がある。完

形であることや伏せた状態で埋置していることから、まじない的な行為によるものであろう。いっぽ

う、ピット８６は完形に近い土師器椀とともに、須恵器双耳瓶や須恵器甕など小穴にしては多数の土器

を出土しており、廃棄された土器であろう。台石が出土しているピット９３や多数土器を出土したピッ

ト９７は後者の性格が強いだろう。

確実に柱穴としてのピットもある。ピット３９・４３・７０・７１・７８・８１などで、SB０１などの簡易な構

造を考えれば平坦面にあるピットの多くが柱穴と考えてもよいだろう。本報告では確実な柱穴を使っ

て建物を復原できなかったのは、表土掘削によって失われた柱穴があったことが大きな要因であろう。

第６節 出 土 遺 物

本節では、特徴的な遺物のみ報告し、観察表で表記できないことがらを中心に記述する。

１は須恵器杯蓋で口縁端部が小さく上に折れ曲がる。２は須恵器小型瓶。８は土師器耳皿の側縁の

折り返し。１３は底径から鉢であろう。９は土師器小杯としたが、口縁部欠損により可能性である。１０

・１１は土師器鉢口縁部で、外に面を持つ。１４は土師器椀で高台から見込みを欠損。１７は内黒土師器椀

で底面に１本の黒斑がある。２０は須恵器で端面をもつことから脚と考えたが定かでない。２４は須恵器
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第１６図 ピット実測図（１）（S＝１／４０）
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杯蓋でツマミをもたない。２５は焼歪の激しい杯身。２６は須恵器杯底面に大きく「練」と墨書している。

きわめて薄い器壁である。３３は高台鉢。３６は焼歪の激しい須恵器杯身。３８は須恵器の小型杯である。

３９は長頸壺の口縁部。

４２は土師器の底部で底面から側面にかけてケズリによって整形されている。４４は焼歪の激しい須恵

器杯身。４５は土師器鍋口縁部で推定口径に不安がある。５３・５４の口径がもう少し大きい可能性あり。

５６は土師器皿で、須恵器皿のような器形である。底部はケズリによって須恵器風にし、内面にミガキ

を施す。５７・５８は土師器で椀のような形態である。いずれも粗い胎土である。５７には一部粘土輪積み

痕もあり、２次的な熱を受けている。５８は外面下部に小さな段をもっており、この部分に熱を受けて

黒くこげている。底があったかどうか明確にできない。６５は土師器高台皿で底面の回転糸切痕をきれ

いに消している。

６８は土師器長甕で、複数破片による図上復原。６９は須恵器大甕で焼歪あり。７２も焼歪の激しい須恵

器高台杯身。７５も焼歪の激しい須恵器杯身。８８は須恵器薬口壺の蓋。９０は高台を持つ瓶類である。底

面に糸きり痕跡があり、高台底面に木目の痕跡がある。９５は土師器椀で内面を中心に焼きムラとして

の黒斑がある。９７は土師器小型壺。器形は須恵器的である。９８は土師器高杯である。須恵器杯蓋を逆

さまにしたような杯部と須恵器長頸壺口縁部のように太くラッパ状に広がる脚部をもつ。杯部の底外

面はカキメがある。脚部はヘラミガキがある。須恵器写しの形態である。１００は土師器甕で内面にカ

キメ風あり。１０１は土師器鍋取手である。指頭によって整形されている。

１０２は鍋あるいは甑口縁部である。甑にしては、直径がやや大きいように思われる。１０８は土師器鍋

取手である。指頭によって整形されている。１１１は不明土製品である。筒状のものが二つに割れたの

であろう。１１５はつまみのない須恵器杯蓋である。１１６は甑底部で、スノコを受けるための突起がある。

おそらく３箇所にあると思われる。１１８は焼歪の激しい須恵器杯身である。１１９も焼歪の激しい須恵器

杯身である。１２１は須恵器双耳瓶で、焼成中に破断したのか大部破断面が内側に向くところがある。

第１７図 ピット実測図（２）（S＝１／４０）
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１２６はつまみがあった痕跡を持つ須恵器杯蓋である。１２９・１３０は指頭によって整形された土師器脚で

ある。獣脚のようだが、製品にしては粗雑な作りである。

１３４・１３５は瓦塔で１３６がその可能性のあるものである。ともに須恵器質だが白っぽく焼きあがって

いる。１３４・１３５は瓦塔の屋根部で、瓦の表現を上下から工具を押し当てることで表現している。１３６

は塔最上部の相輪基部にあたると思われ、十字に交差する粘土の帯がある。１５１は須恵器小型瓶類で、

細口長頸壺になろうか。１５２は須恵器で高台を持つ。杯身の高台とは異なり、小型壺の底部になろう

か。１５４は須恵器小型甕というべきものであろうか。１５９は鉄鉢写しの須恵器鉢である。１６６～１７０は土

師器小型杯？である。多様な形態がある。

１７２は粘土を型のような造形物に押しあてて焼き上げた土製品のようである。押し当てたときの指

の痕跡が明瞭である。１７４は取っ手の形状をしている。表採品。１７５は中央に小さな穴が貫通した円錐

台形の土製品である。はずみ車かとも推定できる。１７６は窯の窯壁と須恵器が融着したものである。

近くに須恵器窯の存在をしめす。１７７は砥石で、黒色を呈し粘板岩系の石材である。１７８はピット９３埋

土中から出土した。火熱を受けており破損したために廃棄されたのであろう。上面が平坦で、作業の

台石として考えた。１７９は砥石で、きめの細かい泥岩質の石材である。１８０も１７８と同じ台石であろう。

火熱を受けている。
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第１８図 出土土器（１）断面網かけは、須恵器（～第２５図）
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第１９図 出土土器（２）
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第２０図 出土土器（３）
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第２１図 出土土器（４）
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第２２図 出土土器（５）
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第２３図 出土土器（６）
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第２４図 出土土器（７）

第２５図 出土土製品・石器等
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報告
番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

１蓋（須恵器）SK０１ 北側 口径：１６．９ ヨコナデ ヨコナデ にぶい
橙

にぶい
橙

微砂粒やや多く
含む 不良 ６９須恵器的

２瓶（須恵器）SK０１ 口径：４．５ ヨコナデ ヨコナデ 灰 暗灰 １㎜以下の砂粒
含む 良 ４５焼歪降灰

３小型壷（須恵器）SK０１ 口径：１０．７ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 精緻 良 １６５

４高台皿（土師器）SK０１ 上面 口径：１３．４ ヨコナデ ヨコナデ 橙 橙 微砂粒を少量含
む 良 ６４一部に黒斑

５高台坏（土師器）SK０１
上面
アゼ

口径：１４．０ 器高：
２．７ 底径：７．７ ヨコナデ ヨコナデ、

ナデ 浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 ６８

６高台椀（土師器）SK０１ アゼ 底径：７．６ ヨコナデ ヨコナデ、
回転糸切り 橙 橙

０．５㎜以下の砂
粒含むが比較的
精良、海面骨片
含む

良 １５６

７椀？（土師器）SK０１ 底径：６．０ ヨコナデ ヨコナデ、
ヘラ切り 浅黄橙 浅黄橙 微砂粒を少量含む 不良 ６６一部に黒斑須恵器的

８耳皿（土師器）SK０１ 北側 ヨコナデ ヨコナデ 橙 橙 密 やや
良 ６７

９小杯（土師器）SK０１ アゼ 底径：４．６ ヨコナデ ヨコナデ、
糸切り

にぶい
橙

にぶい
橙 微砂粒を含む 良 １５８

１０鉢（土師器）SK０１
上面・
上層 口径：２３．０ 強いナデ、

ヨコナデ ヨコナデ 橙 橙
１㎜以下の砂粒
含む、海綿骨片
微量含む

良 ６３

１１鉢（土師器）SK０１
上面・
上層 口径：２７．１ ヨコナデ ヨコナデ 橙 橙

海綿骨片、雲母、
１㎜以下の砂粒
含む

良 ６２

１２鉢（土師器）SK０１
北側
上面
アゼ

橙 橙 微砂粒を少量含
む

やや
良 ７０

１３椀（土師器）
SK０１・
SK０７ 底径：９．４ ヨコナデ ヨコナデ、

回転糸切り 浅黄橙 浅黄橙 微砂粒を含む やや
良 ７１

１４椀（土師器）SK０３ 口径：１６．０ ヨコナデ ヨコナデ
微砂粒多く、１．５
～２．０㎜の砂粒
含む

やや
良 ６５

１５坏（須恵器）SK０４
口径：１４．２ 器高：
２．６ 底径：８．４

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ナデ 灰 灰 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ３１

１６坏（須恵器）SK０４ 底面 口径：１３．２ 器高：
２．７ 底径：８．０

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ヘラ切り 灰白 灰白 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ７２

１７内黒椀（土師器）SK０４ 上面 口径：１３．０ 器高：
４．５ 底径：５．９ ミガキ

ヨコナデ、
ケ ズ リ、回
転糸切り

黒 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 １１５底面に焼きムラ

１８底部（土師器）SK０４ 上面 底径：１１．４ ヨコナデ、
ナデ

ケズリ後ナ
デ、糸切り 橙 明黄褐１㎜前後の砂粒を多く含む 良 ７３

１９小甕（土師器）
SK０４
SK１７ 口径：１２．４ ヨコナデ ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 ７４

２０？（須恵器）SK０５ 上面 底径：１７．６ ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ
コナデ 灰白 灰白 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ３６

２１高台皿（土師器）SK０５ 上面 口径：１７．６ 器高：
４．３５ 底径：６．３ ミガキ、ナデ ケズリ、ナデ、ヘラ切り 浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 ３５

２２坏（須恵器）SK１４ 上面 口径：１４．４ 器高：
２．６５ 底径：９．２

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ヘラ切り 灰 灰 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ８０

２３壷（須恵器）SK１４ 上面 口径：１０．２ ヨコナデ ヨコナデ、
ナデ

暗オリ
ーブ灰

暗オリ
ーブ灰

１㎜前後の砂粒
を含む 良 ８１

２４蓋（須恵器）SK１７ P２ 口径：１６．６ ヨコナデ、
ナデ

ナ デ、ケ ズ
リ

にぶい
橙

にぶい
橙

１㎜前後の砂粒
を含む 不良 ２９

２５坏（須恵器）SK１７ P１ 口径：１４．４ 器高：
３．０ 底径：９．３

ヨコナデ、
ナデ

ケズリ後ナ
デ、ヘラ切り 灰白 灰白 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ３０

２６坏（須恵器）SK１７ P３ 口径：１４．０ 器高：
２．９ 底径：８．８

ヨコナデ、
ナデ

ケズリ後ナ
デ、ナ デ、ヘ
ラ切り

灰白 灰白 １㎜前後の砂粒
を含む 良 ２８墨書「練」

２７内黒高台椀（土師器）SK１７
P５・
P４

口径：１６．３ 器高：
５．７ 底径：８．２ ミガキ

ヨコナデ、
ケ ズ リ、回
転糸切り

黒 浅黄橙１㎜前後の砂粒、海面骨片を含む 良 ３４一部に黒斑あり

２８内黒椀（土師器）SK１７ P４ 口径：１６．８ ミガキ ミ ガ キ、ケ
ズリ 黒 にぶい

黄橙
１㎜前後の砂粒、
海面骨片を含む 良 ３３一部に黒斑あり

２９坏（須恵器）SK１８
口径：１４．０ 器高：
３．１ 底径：８．３ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り痕
明オリ
ーブ灰

明オリ
ーブ灰

１㎜前後の砂粒
を含む 良 ２３

第２表 出土遺物観察表
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報告
番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

３０椀？（土師器）SK１８ 口径：１４．４ ミガキ ヨコナデ、ケ
ズリ後ナデ 黒 にぶい

黄橙
１㎜前後の砂粒、
海面骨片を含む 良 ５８内黒

３１高台椀（土師器）SK１８ 底径：８．２ ナデ
ヨコナデ、
ナ デ、回 転
糸切り

浅黄橙 浅黄橙 雲母、赤色粒を含む 良 ５９

３２内黒皿（土師器）SK１９ アゼ 口径：１６．２ ミガキ ヨコナデ、
ケズリ 黒 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 ７９

３３鉢（土師器）SK１９ 口径：３３．８ ナデ ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒、赤色粒を含む 良 ７８

３４坏（須恵器）SK２０
口径：１３．８ 器高：
３．１ 底径：８．０ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰 灰 １㎜前後の砂粒
を含む 良 ２６

３５内黒椀（土師器）SK２０
口径：１４．４ 器高：
４．２ 底径：６．６

内 黒、ミ ガ
キ、ナデ

ヨコナデ、
ケズリ後ナ
デ、回 転 糸
切り

黒 黄橙 １㎜前後の砂粒、
海面骨片を含む 良 ２５

３６坏（須恵器）SK２１ アゼ 口径：１３．０ 器高：
２．６ 底径：７．８ ヨコナデ ナ デ、ヘ ラ

切り
オリー
ブ灰

オリー
ブ灰

１．５㎜前後の砂
粒を含む 良 ７５

３７高台坏（須恵器）SK２１ 上面 口径：１４．４ 器高：
５．６ 底径：８．３ ヨコナデ ヨコナデ オリー

ブ灰
オリー
ブ灰

１㎜前後の砂粒、
赤色粒を含む 良 ２２

３８小坏（須恵器）SK２２
口 径：８．０ 器 高：
３．３ 底径：４．８

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ヘラ切り

オリー
ブ灰

オリー
ブ灰

１㎜前後の砂粒
を含む 良 ７６

３９壷（須恵器）SK２２ アゼ 口径：１２．２ ヨコナデ ナ デ、ケ ズ
リ

オリー
ブ灰 灰 １㎜前後の砂粒

を多く含む 良 ７７

４０坏（須恵器）SK２３ 上面 口径：１３．６ 器高：
２．８ 底径：８．４ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り痕
オリー
ブ灰

オリー
ブ灰

１㎜前後の砂粒
を含む 良 ２７

４１壺底部（須恵器）SK２３ 上面 底径：１５．０ ヨコナデ ヨコナデ、
ナデ 灰白 灰 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ５７

底内面再
融解か？
植物痕あ
り

４２椀（土師器）SK２４ 上面 底径：７．６ ナデ？ ケズリ、ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙

１㎜以下の石英、
長石粒、焼土塊、
雲母含む

良 ４６

４３坏（土師器）SK２４ 上面 口径：１４．９ 器高：
４．３ 底径：６．６ ヨコナデ ヨコナデ、

回転糸切り 橙 橙
０．５㎜以下の石
英、長石粒、海面
骨片含む

良 ２１焼歪

４４坏（須恵器）SK２５ 上面 口径：１３．８ 器高：
３．３ 底径：８．３ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰色 灰色 ０．５㎜以下の石
英、長石粒含む 良 ２０焼歪

４５鍋（土師器）SK２５ 上面 口径：４１．０ カキメ ナデ 浅黄橙 浅黄橙
１㎜以下の石英、
長石、焼土塊含
む

並 ４７

４６蓋（須恵器）
SD ０１
SK２７ P１

口 径：１７．６器 高：
２．９５ つまみ 径：
２．７

ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ
コナデ 灰 灰 ０．５㎜前後の砂

粒含む 良 １０

４７蓋（須恵器）
SK２７
SD０１ P５

口径：１７．０ 器高：
２．９ つ ま み 径：
２．２

ナ デ、ヨ コ
ナデ

ヨコナデ、
ケズリ 灰黄褐 にぶい黄橙

０．５㎜前後の砂
粒含む

やや
不良 １６

４８蓋（須恵器）
SK２７
SD０１ P２

口径：１２．６ 器高：
３．０ つ ま み 径：
２．９

ヨコナデ ヨコナデ、
ケズリ 灰白 灰白 ０．５㎜前後の砂

粒含む 良 １５

４９坏（須恵器）
SD０１
SK２７

口径：１３．８ 器高：
３．０ 底径：７．４ ヨコナデ ヨコナデ、

ナデ 灰白 灰白 １㎜前後の砂粒
を含む 良 １

５０坏（須恵器）
SD０１
SK２７

口径：１２．７ 器高：
２．８ 底径：８．３ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰 灰 ２～３㎜大の礫 良 １９

５１坏（須恵器）
SK２７
SD０１ アゼ 口径：１２．８ 器高：

３．４ 底径：８．２ ヨコナデ ヨコナデ、
ヘラ切り 灰白 灰白 ０．５㎜前後の砂

粒含む 不良 ２４

５２坏（須恵器）SK２７ 口径：１４．０ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 ０．５㎜以下の白
色粒含む 良 １７２

５３椀？（須恵器）
SD０１
SK２７ 口径：１４．０ ヨコナデ ヨコナデ 明オリ

ーブ灰 灰
１㎜前後の砂粒
を多く含む 良 ２

５４小壷（須恵器）SK２７ 口径：９．４ ヨコナデ ヨコナデ 灰白 灰白
０．５㎜前後の砂
粒、海綿骨片含
む

良 ８４４箇 所 の透かし

５５底部（土師器）
SK２７
SD０１ アゼ 底径：１０．０ ヨコナデ ナ デ、回 転

糸切り
にぶい
橙

にぶい
橙

１㎜前後の砂粒
を含む 良 ５５

５６皿（土師器）SK２７
口径：１６．０ 器高：
２．４ 底径：１０．４ ミガキ ミ ガ キ、ケ

ズリ 浅黄橙 浅黄橙０．５㎜前後の砂粒、赤色粒含む 良 １６３一部黒斑



－３９－

報告
番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

５７椀（土師器）SD０１ P１ 底径：４．３ ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙０．５㎜前後の砂粒含む １５２
内面に焦
げ、外 面
に煤僅か

５８底部（土師器）

SK２７
SD０１
P２

ケズリ後ナ
デ、ナデ ナデ にぶい

黄橙
にぶい
黄橙

１㎜前後の砂粒
を多く含む、雲
母、海綿骨片を
含む

良 ５６被熱痕

５９鍋（土師器）SK２７ 口径：２７．４ ヨコナデ ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙０．５㎜前後の砂粒含む 良 ８２

６０甕（土師器）
SK２７
SD０１

土器
群 口径：１７．９ ヨコナデ ヨコナデ にぶい

橙
にぶい
橙

０．５～１．０㎜の砂
粒含む 並 ４３

６１甕（土師器）SK２７ 口径：２４．７ ヨコナデ タタキ後カ
キメ 浅黄橙 浅黄橙０．５㎜前後の砂粒含む 良 ８５

６２甕（土師器）

SK２７
SD０１
P９

ヨコナデ後
カキメ

ヨコナデ後
カ キ メ、ケ
ズリ

浅黄橙 橙 微砂粒、２．０㎜の
礫含む 並 ４４

６３鍋（土師器）SK２７ 口径：３３．４ カ キ メ、ヨ
コナデ

ヨコナデ、
カキメ 橙 橙

０．５㎜前後の砂
粒、海綿骨片含
む

良 ８３外面煤付着

６４高台椀（土師器）SK１０１ 底径：７．７ ミガキ ヨコナデ、
ナデ 明褐灰 にぶい橙

０．５㎜以下の雲
母 並 １６９

６５高台椀（土師器）SK１０１ 底径：７．５ ヨコナデ ヨコナデ、
回転糸切り

にぶい
橙

にぶい
橙

０．５㎜以下の雲
母含む 並 １３９

６６高台皿（土師器）SK１０１ 底径：７．８ 摩耗 ヨコナデ、
回転糸切り 橙 橙

０．５㎜以下の細
砂粒、海面骨片
含む

並 １２０

６７甕（土師器）SK１０１ 口径：２１．６ ヨコナデ ヨコナデ にぶい
橙

にぶい
橙

雲母、０．５㎜以下
の細砂粒含む 並 １１９外面煤、内面炭化物

６８甕（土師器）
SK２７
SD０１ P６ ナ デ、カ キ

メ
カ キ メ、ケ
ズリ 浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 ５４

６９甕（須恵器）
SK２７
SD０１ P７

青海波タタ
キ、平 行 タ
タキ

平行タタキ 灰 黒 ０．５㎜前後の砂
粒含む 良 ５０

７０鉢（土師器）SX０１ 上面 口径：２６．０ ヨコナデ ナ デ、ヨ コ
ナデ

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １０２

７１坏（須恵器）SX０２
口径：１３．６ 器高：
３．１ 底径：８．６

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ナ デ、ヘ ラ
切り

灰白 灰白 １㎜前後の砂粒
を含む 不良 １０１

７２高台椀（須恵器）SX０５
口径：１２．４ 器高：
４．７ 底径：７．０

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ナ デ、ヘ ラ
切り

灰 灰 １㎜前後の砂粒
を含む 良 １０３焼歪

７３坏（須恵器）SX０５ 口径：１３．６ ヨコナデ ヨコナデ にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １０４

７４高台椀（須恵器）SX０７
口径：１３．８ 器高：
５．８ 底径：８．７

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ナ デ、ヘ ラ
切り

灰 灰 １㎜前後の砂粒
を含む 良 １００

７５坏（須恵器）SX０８
口径：１４．０ 器高：
３．２ 底径：８．４ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰白 灰白 微砂粒、４㎜の礫
含む 並 ９６

７６高台坏（須恵器）SX０８ 底径：７．４ ヨコナデ ヨコナデ、
ヘラ切り 灰 灰 ０．５～１．０㎜の砂

粒やや多く含む 堅緻 ９８

７７高台椀（土師器）SX０８ 底径：７．３ ヨコナデ ヨコナデ、
回転糸切り 橙 橙

微砂粒、１．０㎜の
砂粒やや多く含
む

並 ９７

７８双耳瓶（須恵器）SX０８ ヨコナデ ヨコナデ、
ナデ 灰 灰 ０．５㎜以下の砂

粒含む 良 １５５

７９坏（須恵器）SX１０１
口径：１４．２ 器高：
２．８ 底径：８．２

ヨコナデ、
ナデ ヨコナデ オリー

ブ灰
オリー
ブ灰

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １２６

８０椀（土師器）SX１０２ 口径：１７．０ ミガキ ヨコナデ にぶい
橙

にぶい
橙

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １２７

８１高台坏（須恵器）SX１０５ 底径：７．５ ヨコナデ ナ デ、ヘ ラ
切り 灰 灰 １㎜前後の砂粒

を含む 良 １４２

８２壷（須恵器）SX１０５ 口径：９．２ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 １㎜前後の砂粒
を含む 良 １４１降灰

８３高台坏（土師器）SX１０５
口径：１４．４ 器高：
３．１ 底径：８．２

ヨコナデ、
ナデ

ケ ズ リ、ナ
デ、回 転 糸
切り

灰白 灰白 １㎜前後の砂粒
を含む 良 １２５

８４蓋（須恵器）SD０１ 上層 口径：１６．９ ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ
コナデ 褐灰 褐灰 ０．５㎜以下の砂

粒含む
やや
不良 ５１



－４０－

報告
番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

８５坏（須恵器）SD０１
口径：１２．５ 器高：
３．７ 底径：９．４ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰 灰 ０．５㎜前後の砂
粒含む 良 １３ヘラ記号あり

８６坏（須恵器）SD０１
口径：１３．０ 器高：
３．４ 底径：８．５ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰白 灰黄褐０．５㎜前後の砂粒含む
やや
不良 １７

８７坏（須恵器）SD０１ Pit 口径：１４．８ 器高：
３．７ 底径：１０．２

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ヘラ切り 灰白 灰白 ０．５㎜前後の砂

粒含む 不良 １８

８８蓋（須恵器）SD０１
底直
上

口 径：９．８ 器 高：
３．３ つ ま み 径：
２．３

ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 ０．５㎜前後の砂
粒含む 良 １４焼 歪、外

面降灰

８９瓶（須恵器）SD０１ 底径：１１．３ ヨコナデ ケ ズ リ、ナ
デ 褐灰 灰 ０．５～１．０㎜大の

砂粒含む 良 ３２内面降灰

９０壺（須恵器）SD０１ 上層 底径：１１．０ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 ０．５㎜以下の砂
粒、黒色粒含む 良 ４８

９１甕（須恵器）

SD０１
SX０１‐
０７

口径：２３．７ ヨコナデ、
当具

ヨコナデ、
タタキ 灰 灰 ０．５㎜前後の砂

粒含む 良 ９断 面：灰
赤色

９２甕（須恵器）SD０１ P１０ 口径：１８．６ ヨコナデ ヨコナデ、
タタキ 灰 灰

０．５㎜前後の砂
粒、３㎜大の礫含
む

良 ４９降灰

９３甕（須恵器）SD０１ 上面 タタキ タタキ 灰 暗灰 ０．５㎜前後の砂
粒、黒色粒含む 良 ５３外面降灰

９４甕（須恵器）SD０１ P１０ タタキ タタキ 灰 灰オリ
ーブ

１㎜前後の砂粒、
黒色粒含む 良 ５２

９５椀（土師器）SD０１
P１４
Pit

口径：１８．３ 器高：
６．５ 底径：７．６ ミガキ

ミ ガ キ、ヨ
コ ナ デ、ケ
ズリ

橙 橙 海綿骨片多く含
む 良 ５

９６高台皿（土師器）SD０１ 上層 口径：１３．４ 器高：
２．９ 底径：８．７ ヨコナデ ヨコナデ、

回転糸切り 橙 橙
微 砂 粒、１．０～
２．０㎜の砂粒含
む

良 ７

９７小杯（土師器）SD０１ 底径：４．２ ヨコナデ ヨコナデ、
回転糸切り 淡黄 淡黄 微砂粒を含む やや

不良 ８

９８高坏（土師器）SD０１ 上層 口径：１６．７ 器高：
１０．５ 底径：１１．４

ヨコナデ、
ミガキ

ヨコナデ、
ミ ガ キ、カ
キメ

橙 橙
微 砂 粒、１．０～
１．５㎜の砂粒含
む

良 ４

９９甕（土師器）SD０１ 上面 口径：２０．９ ナ デ、ヨ コ
ナデ

ヨコナデ、
カキメ

にぶい
橙

にぶい
橙

微 砂 粒、０．５～
１．０㎜の砂粒含
む

並 ３

１００鉢（土師器）SD０１ 口径：１６．６ ヨコナデ、
カキメ

ヨコナデ、
ケズリ 橙 にぶい

黄橙
０．５～１．０㎜の砂
粒含む 良 １５３

１０１鍋取手（土師器）SD０１ P１１
最大長：９．２ 最大
幅：６．５ 最 大 厚：
２．５

指調整 浅黄橙
０．５㎜前後の砂
粒、海綿骨片含
む

良 ４１

１０２甑（土師器）SD０１ 上層 口径：３７．２ ヨコナデ、
カキメ

ヨコナデ、
カキメ 浅黄橙 浅黄橙

微砂粒、１．０㎜の
砂 粒、２．０～２．５
㎜の礫含む

やや
良 ６

１０３甕（土師器）SD０１ Pit 口径：２０．６ ケ ズ リ、ナ
デ、ハケ

ヨコナデ、
カ キ メ、ケ
ズリ

黄橙 浅黄橙、
黄橙

１㎜前後の砂粒、
海面骨片、赤色
粒含む

１２

１０４高台椀（土師器）SD０５ 上層 口径：２０．０ 器高：
５．９ 底径：８．７ ミガキ

ミ ガ キ、ヨ
コ ナ デ、回
転糸切り

橙 橙 ０．５㎜前後の砂
粒、赤色粒含む 良 ３７

１０５椀（土師器）SD０５ 上層 口径：１５．０ 器高：
４．９ 底径：７．７ 不明 不明 浅黄橙 浅黄橙０．５～１．０㎜大の砂粒含む 良 ４０

１０６内黒椀（土師器）SD０５ 上層 底径：７．２ ミガキ ヨコナデ、
回転糸切り 黒 浅黄橙０．５㎜以下の砂粒含む 良 ３９

１０７内黒椀（土師器）SD０５ 上層 底径：６．３ ヘラミガキ ヨコナデ、
回転糸切り 黒 浅黄橙０．５㎜前後の砂粒含む 良 ３８内面剥離

１０８鍋取手（土師器）SD０５ 上層
最大長：８．４ 最大
幅：６．１ 最 大 厚：
２．２

指ナデ調整 浅黄橙０．５㎜前後の砂粒、赤色粒含む 良 ４２

１０９蓋（須恵器）SD１０１ つまみ径：２．４ ナデ ナ デ、ケ ズ
リ後ナデ 灰 灰 １㎜前後の砂粒

を多く含む 良 １２２

１１０坏（須恵器）SD１０１ 上面 口径：１３．６ 器高：
２．５ 底径：７．６

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ナデ 灰 灰 １㎜前後の砂粒

を含む 良 １２１

１１１
？
（土師器）SD１０１

最大長：５．３ 最大
幅：４．９ 最 大 厚：
１．８ 重量：４８．８g

浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒を含む 良 １７１



－４１－

報告
番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

１１２内黒椀（土師器）SD１０３ 底径：７．６ 内 黒、ミ ガ
キ

ケ ズ リ、回
転糸切り 黒色 にぶい

黄橙
１㎜前後の砂粒、
海面骨片を含む 良 １６８外面黒斑あり

１１３高台皿（土師器）P１
口径：１４．０ 器高：
３．０ 底径：７．４

ヨ コ ナ デ
か？

ヨ コ ナ デ
か？ 浅黄橙 浅黄橙 微砂粒やや多く含む 並 １０７摩耗著しい

１１４椀（土師器）P１３
口径：１３．６ 器高：
４．１ 底径：６．３

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
回転糸切り 橙 橙 微砂粒、海面骨

片含む 良 １０６

１１５蓋（須恵器）P１９ 口径：１６．２ ヨコナデ ヘラ切り、
ヨコナデ 灰白 灰白

海綿骨片、雲母
少量含む、１㎜以
下の石英、長石
粒多量に含む

並 １１３

１１６甑（土師器）P２７ ヨコナデ ケ ズ リ、ナ
デ 黄橙 黄橙 微砂粒多く含む、

海面骨片含む 並 １０８内面下部に突起

１１７坏（須恵器）P３９
口径：１０．８ 器高：
３．０ 底径：６．６ ヨコナデ

ヨコナデ、
ヘラ切り後
ナデ

灰 灰 １㎜以下の石英、
長石粒含む 良 ８６

１１８坏（須恵器）P３５
口径：１２．６ 器高：
２．０ 底径：７．０

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ヘラ切り 灰 灰 １㎜前後の砂粒

を含む 良 ８９

１１９坏（須恵器）P４４
口径：１３．７ 器高：
２．９ 底径：７．８ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り
灰、赤
灰

灰、赤
灰

微砂粒を少量含
む 良 １０５

口縁部に
ゆがみあ
り

１２０高台皿（土師器）P７６
口径：１３．４ 器高：
３．２ 底径：７．１

ヨコナデ、
ナデ

ヨコナデ、
ケ ズ リ、ヘ
ラ切り

橙 橙 微砂粒、海面骨
片含む

やや
良 １１１坏部にゆがみ

１２１双耳瓶（須恵器）P８６ 口径：１３．８ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 １㎜前後の砂粒
含む 良 １１２自然釉

１２２双耳瓶（須恵器）P８６ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 １㎜以下の白色
粒含む 良 １６７外面降灰

１２３甕（須恵器）P８６ 口径：３７．４
ヨコナデ、
ナ デ、同 心
円当具

ヨコナデ、
平行タタキ 灰 灰 １㎜以下の白色

粒含む 良 １６６

１２４
内黒高台
椀
（土師器）

P８６ 口径：１９．９ 器高：
６．１ 底径：９．０

横位のミガ
キ、内黒

摩耗の為不
明 黒 橙 １㎜以下の砂粒

多量に含む 良 １１４

１２５坏（須恵器）P８７
口径：１４．３ 器高：
３．０ 底径：７．８ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰 灰 ０．５～１．０㎜の砂
粒含む 堅緻 １５７

１２６蓋（須恵器）P８８ 口径：１６．０ ヨコナデ ヨコナデ、
ヘラ切り 浅黄橙 浅黄橙 微砂粒、海面骨片を含む 並 １５９墨痕？

１２７蓋（須恵器）P９７
口径：１５．４ 器高：
１．６ ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ

コナデ 灰 灰 微砂粒を含む 良 １１０

１２８内黒椀（土師器）P９７
口径：１３．８ 器高：
４．３ 底径：７．２ ミガキ ヨコナデ、

回転糸切り 黒色 橙 微砂粒を含む 並 １０９

１２９脚（土師器）P８９
にぶい
黄橙

海面骨片、微砂
粒を少し含む 良 １６１整形痕残す

１３０脚（土師器）P８９
最大長：４．７ 最大
幅：２．３ 最 大 厚：
１．１

浅黄橙 海面骨片、微砂粒を少し含む 良 石
－８
整形痕残
す

１３１鉢（須恵器）
P １２５口径：３０．０ ヨコナデ ヨコナデ にぶい

黄褐
にぶい
褐

１㎜前後の砂粒
を多く含む 良 １７０外面降灰

１３２内黒椀（土師器）P１１４ 底径：５．８ ミ ガ キ、ナ
デ

ケズリ後ナ
デ、回 転 糸
切り

黒 橙
１㎜前後の砂粒、
雲母、海面骨片
含む

良 １２４
見込みに
環状剥離
痕

１３３内黒椀（土師器）

P１２５P
１１１ P
１２９

口径：１２．０ 器高：
４．４ 底径：６．２

ヨコナデ後
ミガキ

ヨコナデ、
ケズリ後ナ
デ、糸切り

黒 にぶい
橙

１㎜前後の砂粒、
雲母含む 良 １２３

１３４瓦塔 SK０１ 上面・
上層

最 大 長：１３．１ 最
大 幅：１１．１ 最 大
厚：１．５

灰白 灰白 長石含む 良 ６１

１３５瓦塔 堆積土
最 大 長：１２．５ 最
大 幅：６．９ 最 大
厚：１．６

灰白 灰白 長石含む 良 ６０

１３６瓦塔？
最大長：４．６ 最大
幅：４．６ 最 大 厚：
２．０

灰白 灰白 長石細粒含む 良 １６４屋 根 頂
部？

１３７蓋（須恵器）堆積土
南より
３５m 付
近

口径：１２．４ 器高：
２．７ つ ま み 径：
２．０

ヨコナデ ヨコナデ、
ケズリ 灰 灰 微砂粒含む 良 ９３

１３８蓋（須恵器）表採 口径：１２．２ ヨコナデ ヘラ切り、
ヨコナデ 灰 灰 ０．５～１．０㎜の砂

粒含む 良 ８８
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番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

１３９蓋（須恵器）堆積土
調 査
区 南
端

口径：１４．０ ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ
コナデ

にぶい
赤 橙、
褐灰

にぶい
赤 橙、
褐灰

１．０㎜の砂粒、海
綿骨片含む 不良 ９５

１４０蓋（須恵器）表採等 口径：１７．０ ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ
コナデ 灰 灰 ０．５㎜前後の砂

粒含む 良 １３３

１４１蓋（須恵器）堆積土

最下段
南より
３０m 付
近

口径：１４．４ ヨコナデ ケ ズ リ、ヨ
コナデ 灰白 灰白 ０．５㎜前後の砂

粒含む 良 １５４

１４２高台坏（須恵器）表採等 底径：１０．１ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 ０．５㎜前後の砂
粒含む 良 １３５内面剥離

１４３坏（須恵器）表採
口径：１３．４ 器高：
２．２ 底径：９．４ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰 灰 微砂粒含む 良 １４８

１４４坏（須恵器）表採 口径：１３．５ ヨコナデ ヨコナデ 灰白 灰白 微砂粒、１．０㎜の
砂粒含む 並 １５０

１４５坏（須恵器）表採 口径：１３．６ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 砂粒含む 良 １４９

１４６坏（須恵器）表採 口径：１３．２ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 微砂粒を含む 良 １４７

１４７坏（須恵器）
落ち込
み１０１ 口径：１３．４ ヨコナデ ヨコナデ 褐灰

褐灰～
にぶい
褐

０．５㎜以下の細
砂粒多量に含む

やや
不良 １４３

１４８坏（須恵器）表採等 口径：１３．６ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 ０．５㎜以下の白
色粒含む 良 １３８

１４９坏（須恵器）堆積土

最下段
南より
３０m 付
近

口径：１４．４ 器高：
２．６ 底径：７．６ ヨコナデ

ヨコナデ、
糸 切 り、ヘ
ラ切り

灰白 灰白 微砂粒やや多く
含む 並 ９９非常に薄い

１５０坏（須恵器）
落ち込
み１０１ 底径：７．９ ヨコナデ ヨコナデ、

ヘラ切り 灰 灰 ０．５㎜以下の細
砂粒含む 良 １２９

１５１瓶（須恵器）包含層 底径：８．０ ヨコナデ ヨコナデ、
回転糸切り 灰 灰

１㎜以下の石英、
長石粒大量に含
む

良 １１６

１５２坏（須恵器）包含層 底径：６．７ ヨコナデ ヨコナデ、
ヘラ切り

オリー
ブ灰 暗青灰１㎜以下の白色粒多量に含む 並 １７３

１５３長頸壷（須恵器） 底径：９．８ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 ０．５～１．０㎜の砂
粒含む 良 ８７

１５４小壷（須恵器）堆積土

最下段
南より
３０m 付
近

口径：９．０ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 微砂粒やや多く
含む 良 ９２

１５５瓶（須恵器）表採 ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 １．５㎜前後の砂
粒を含む 良 ９０

１５６双耳瓶（須恵器）
農道部
分

地 山
直上 ヨコナデ カ キ メ、ナ

デ、ヨ コ ナ
デ

灰 灰 １㎜以下の石英、
長石粒含む 良 １２８

１５７双耳瓶（須恵器）堆積土

南より
２５m 地
点最下
段

ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰 微 砂 粒、１．５～
２．０㎜の礫含む 良 ９４降 灰、焼

歪

１５８壺（須恵器）
落ち込
み１０１ 口径：１３．２ ヨコナデ ヨコナデ 黒褐 黒灰 １㎜以下の白色

粒含む 良 １３０

１５９鉢（須恵器）表採等 口径：１９．２ ヨコナデ ヨコナデ、
ケズリ 灰 灰 ０．５～１．０㎜大の

砂粒含む 良 １３７

１６０壺（須恵器）表採等 ヨコナデ ヨコナデ、
ケズリ 灰 灰 ０．５㎜前後の砂

粒含む 良 １３４

１６１坏（須恵器）堆積土
南より
３５m 付
近

口径：１５．０ ヨコナデ ヨコナデ 灰白 灰白 微砂粒やや多く
含む 良 ９１

１６２内黒椀（土師器）堆積土
口径：１３．６ 器高：
３．９ 底径：５．８ ミガキ

ヨコナデ、
ケ ズ リ、回
転糸切り

にぶい
黄橙

にぶい
黄 橙、
黒色

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １４０

１６３小甕（土師器）撹乱 口径：１２．２
ヨコナデ、
ケズリ後ナ
デ

ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙１㎜前後の砂粒、海面骨片を含む 良 １３６

１６４椀（土師器）堆積土
調 査
区 南
端

口径：１７．０ ヨコナデ ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙
１㎜前後の砂粒
を多く含む、海
面骨片含む

良 １６２一部黒斑
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番号 器種 遺構 出土

位置 法量(㎝） 調整（内） 調整（外） 色調
（内）

色調
（外） 胎 土 焼成実測番号 備 考

１６５鉢（土師器）堆積土 口径：２２．４
ヨコナデ、
ケズリ後ナ
デ

ヨコナデ 浅黄橙 橙 １．５㎜前後の砂
粒を含む 良 １１８

１６６小椀（土師器）堆積土

最下段
南より
３０m 付
近

口径：７．２ 指 ナ デ、ナ
デ

ナ デ、指 頭
圧痕 橙 橙 １㎜前後の砂粒

を含む 良 １１手ずくね

１６７小壷（土師器）表採 底径：４．８ ナデ ナ デ、ケ ズ
リ後ナデ

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １６０

１６８坏（土師器）表採等
口 径：８．０ 器 高：
３．１５ 底径：３．８ ヨコナデ ヨコナデ、

回転糸切り 浅黄橙 浅黄橙０．５㎜以下の砂粒含む 良 １３２

１６９底部（土師器）表採 底径：４．８ ヨコナデ ヨコナデ、
回転糸切り 橙 橙 微砂粒含む 良 １４４

１７０小椀（土師器）堆積土

最下段
南より
３０m 付
近

口 径：９．２ 器 高：
３．３ 底径：５．４ ナデ ナ デ、回 転

糸切り
にぶい
橙

にぶい
黄橙

１㎜前後の砂粒
を含む 良 １１７外面摩耗

１７１擂鉢 表採等 底径：１３．７ ヨコナデ ヨコナデ 灰 灰
１㎜前後の砂粒、
０．５～１㎝大の礫、
海綿骨片含む

良 １３１

おろし目
は６条 以
上、内 面
摩耗

１７２不明 SK１０１ 最大長：９．６ 最大幅：７．２ 最大厚：２．７ 橙 雲母や白色の微
粒砂含む 良 石‐５

１７３ 落ち込
み１０１ 最大長：５．４ 最大幅：４．５ 最大厚：１．５ にぶい

黄橙
にぶい
黄橙

１㎜以下の石英、
長石粒、焼土塊
含む

並 石‐９断 面：暗
灰色

１７４取っ手 表採 最大長：６．０ 最大幅：５．０ 最大厚：１．８
重量：４４．４g 赤灰 赤灰 長石粒など含む 石‐７

１７５は ず み
車？ P１２９ 最大長：４．３ 最大幅：３．６ 最大厚：３．４

重量：５８．７g 黄褐 黄褐 長石等含む 石‐６

１７６ 最大長：１３．９ 最大幅：１０．２ 最大厚：８．０
重量：７８５．９g 石‐１０融着

１７７砥石 表土層 最大長：３．７ 最大幅：２．６ 最大厚：２．１
重量：３８．４g 石‐２

１７８台石 P９３ 最大長：１３．１ 最大幅：１３．４ 最大厚：８．１
重量：１７１０g 石‐３被熱

１７９砥石 SK２０ 最大長：９．０ 最大幅：５．４ 最大厚：４．３
重量：２８７．４g 石‐１

１８０台石 P６５ 最大長：１０．４ 最大幅：９．８ 最大厚：３．３ 石‐４被熱
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本調査は、調査から報告まで１５年以上の間隙があるために、失われてしまった情報があまりにも多

いことが、作成作業を通じて実感した。それは、報告者である私の調査の記憶ばかりでなく、メモ等

の記録資料の整理や移動に伴って少しずつ散逸したことや、写真を見てもその撮影意図を正確に理解

できないコマもまた存在したのである。流れ作業のようにおこなっていた調査であったと反省してい

る。

営造時期

本調査区から出土した土器は、正確な個体数の統計をとっていないが、半数以上が土師器で占めら

れているようで、古代須恵器生産の終焉時期に相当し、また瀬戸窯跡群全体の中でも最終末に位置づ

けられる。須恵器で器壁の薄い杯や無鈕扁平な杯蓋を主体とする特徴は、給分小袋窯から倉垣コマク

ラベ窯の時期でも後者を主体とする段階に相当することを示す。これらの時期は、吉岡康暢氏によっ

て�２～�１期に設定された時期である（１）。また、川畑誠氏によって能登地域の須恵器窯終焉の研究
作業で、�１～�３期と設定された時期である（２）。暦年代では、吉岡氏の論文によって１０世紀前葉か
ら中葉が与えられている。

いっぽうで、瓦塔の存在（１３４・１３５）や鉄鉢写しの器形（１５９）、壺蓋（８８）からその時期が単一で

はなくて幅を持っていることを示す。瓦塔は能登国分寺跡から多く出土しており、おおむね９世紀後

半代の年代が与えられているので、瀬戸窯跡群や花見月遺跡A地区（３）から出土した瓦塔の年代をそ

こまで引き上げることもできよう。したがって、遺構が営まれた時期は、９世紀後半から１０世紀代と

推測したい。

作業ユニット

さて、この調査は瀬戸窯跡群を目的とした調査であったにもかかわらず、窯体本体の調査はなく、

その周辺遺構の調査となった。もっとも周知の遺跡である瀬戸窯跡群の中を工事区域が縦断すること

から、それにかかる窯体や灰原の調査を期待したのである。平成元年度は窯跡を掘る予定で窯跡群と

いう遺跡の名称を用いたものの検出されず、平成２年度にそれから外れるということで瀬戸遺跡とい

う名前で調査したものの、本来窯跡とそれに付随する施設を一帯としてとらえれば、瀬戸窯跡群とい

う遺跡名でよかったのであろう。

この付随する施設の具体的内容を明確にできたかというと、必ずしもそうではない。船着場となる

可能性のある落ち込みの検出、施設を区画する溝の存在、不整円形の土坑と内部にある須恵器と土師

器、および小屋掛けのような建物の存在が最大限指摘できる。地勢から窯業生産活動に船着場の存在

は必須であり、窯跡に簡単な作業場を付帯して存在していることを示すことができた。つまり、窯場

と工人たちの生活の本拠は異なるのであろう。窯と付随する施設のセットという形態が、古代の土器

生産の一般的形態と演繹できよう。

この作業場の内容把握は困難である。前述の通り、発掘ミスもあって正確な建物の復原は困難なの

である。しかしながら、SD０５に接してある P５０・５１・１０２・１０１から３間×１間の建物があり、３m

西で船着場の溝群になることを考えれば、そして西側の柱穴が概して浅いことから、西側がオープン

になっている小屋掛け構造の建物の可能性を推測できよう。
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したがって、恒常的に居住するためのものではなく、一時的に必要な時だけ使われる機能であった

と推測できる。実際、柱穴と思われる小穴を掘削すれば遺物が出土することが間々ある。建物の建て

替えと抜き取りに遺物が混入することもあるであろう、このような所作によって地形のくぼみのみな

らず柱穴にまで遺物が入り込むのであろう。

さらに、土坑の存在も注意すべきである。掘り直しが土層から観察されるように、穴の空間が重要

なのであった。しかも建物の存在とは必ずしも有機的な関連を持っていないと考えられるのは、それ

からはなれて存在したり重複していることから、おおよそ類推されるところである。可能性として、

窯体補修や土器を作るための粘土をとる目的として土坑が掘られたのであろう。SD０５周辺をモデル

として捉えるならば、区画溝、掘立小屋、土坑というセットが完結した構造体と認識され、その複合

状態がより北に展開する、すなわち SD０１等の遺構群と考えられよう。このような視点で遺跡を眺め

れば、建物を中心とした遺構のまとまり（これを作業ユニットとして仮に称する）を抽出することが

できよう。

このような作業ユニットを４箇所確認したことになる。遺構の重複がないので同時存在も可能であ

る。しかし、これ以外に柱穴となる可能性の高い小穴も存在することから、複数の時期の作業ユニッ

トが存在したと推測し、報告で復原した建物はその最終形を示しているといえよう。

遺跡の性格

花見月遺跡は窯跡群に近接する平坦地に営まれた集落遺跡で、具体的な建物遺構の検出はなかった

が、B地区から壁の焼けた土坑とその前面に炭・灰の詰まった小穴がある。土師器焼成窯の可能性も

あり、窯場周辺における多様な土地利用をうかがうことができる。このようなわずかな平坦地を利用

して、粘土を採取してそれをこねて、ロクロを回して形を作り、窯で焼いた後に搬出する、このよう

な作業をおこなう場所として機能したのであろう。土師器も須恵器とともに生産していたと思われ、

花見月遺跡B地区のようにその窯場も近在する場合も想定される。このような場が山丘に散在する

窯に隣接するように点在することが予想される。

このような作業形態が古代土器生産の一般的な姿を示すと考えるには慎重にならなければならない。

それは、粘土採掘場所とその加工場所さらに焼成場所が同じであることの利点があるから多様な作業

第２６図 調査区検出遺構概念図
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場所が作られたと思われるからである。これら一連の作業が同じ場所ですることが効率よいからであ

り、それら作業にかかる人あるいは物資の移動が最小限にすむと思われる。

第２章でも述べたとおり、伊久留川流域は低湿な地勢にあり、居住に適した地が限られていた。土

器を生産するのに、大量の粘土や資材が必要であり、焼成前の土器を風雨から守るための場所も必要

となる。これらの場所がそれぞれ遠く離れていれば、それらを移動させるために多大の労力が必要と

なるであろうし、土器が破損したりあるいは物資が滅失するなどの危険が生じる。その危険を最大に

減じる方法が、このような作業形態となったと思われる。

それでは、伊久留川流域の土器生産が邑知低地帯に面する春木窯跡群などから遅れてはじまり、主

要な時期が９世紀後半以降を主とするのであろうか。一般的には、主要な窯跡群の須恵器生産衰退に

伴う「窯の拡散化現象」として認識されている。瀬戸窯跡群は、鳥屋窯跡群の一角に存在するが、そ

の主要な時期には花見月窯跡群、池崎窯跡群などと同じ地勢にあり、鳥屋窯跡群との親縁性よりも後

者により緊密な関係が予想される。鳥屋窯跡群の資料が採集資料を中心としているので、その詳細な

分析による研究の深化が望まれる。

註

１ 吉岡康暢「奈良平安時代の土器編年」『東大寺領横江庄遺跡』松任市教育委員会・石川考古学研究会１９８３年

２ 川畑誠「能登地域の須恵器生産の終焉」『北陸古代土器研究』第２号北陸古代土器研究会１９９２年

３ 石川県立埋蔵文化財センター『花見月遺跡』１９８４年
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航空写真
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航空写真 北から全景

航空写真 南から全景
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航空写真 垂直写真①
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航空写真 垂直写真③
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航空写真 垂直写真⑤
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遺構集中部分

遺構集中部分（拡大）
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遺構集中部分
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谷への傾斜
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SK２７と SD０１
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SK２７ 遺物出土状況
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